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BOSAI NET WORK
「大災害時代」と何故言えるのか？

大局から見た大災害時代の理論素案
ここを理解する為にみんなの力を結集



「大災害時代」を銀河・太陽系の中で考える

地球を取り巻く環境は一定ではなく変化
している
太陽の活動を示す黒点は以前から観察・
記録されており太陽風の変動の影響を強
く受けている
更に、太陽系は銀河系のなかで公転して
おり、宇宙線の影響も一定ではない
今日では、地球自体の対流活動や磁力線
も変動している
→ ﾐﾗﾝｺﾋﾞｯﾁｻｲｸﾙやｽﾍﾞﾝﾏﾙｸ理論を学ぶ



ﾐﾗﾝｺﾋﾞｯﾁｻｲｸﾙについて学ぶ

ｾﾙﾋﾞｱの地球物理学者ﾐﾗﾝｺﾋﾞｯﾁ氏
が1930年に発表
地球の気候変動の原因を太陽と
地球の関係から計算

→ 太陽からの日射量の変動
と地球の気候変動の関係説明



宇宙線について学ぶ

宇宙線の強度の変動が地球気候に影響？
→ ﾐﾗﾝｺﾋﾞｯﾁｻｲｸﾙを補完するｽﾍﾞﾝﾏﾙｸ理論？
→ 太陽活動と宇宙線強度は逆相関の関係？
（太陽の大規模ﾌﾚｱ発生時にも大幅に増加）

→ 地球の気象にも大きな影響

ｵﾘｵﾝ座のﾍﾞﾃﾙｷﾞｳｽの爆発は近い？

宇宙線とは地球大気の外から入射され
る水素やﾍﾘｳﾑ等の原子核（陽子）や電
子で超新星爆発や太陽等が発生源です。
太陽活動等の変化でも到達する宇宙線
も変動

宇宙線が地球の大気と衝突
→ 窒素の一部が炭素14に変化
→ 炭素14の増減から宇宙線変
動が歴史的に証明



炭素14生成と気候変動
の関係

ｼｭﾍﾟｰﾗｰ極小期（1416年～1534年）
ﾏｳﾝﾀﾞｰ極小期（1645年～1715年）等
の炭素14濃度
（名古屋大学 宇宙地球環境研究所）

炭素14：中性子8個 陽子6個
窒素14に宇宙線が入射されて生成

→酸素と結合してCO2となり、植物に取り込まれる
半減期：5,730±40年で有機物の年代測定に活用

太陽の活動が減少
→ 宇宙線のﾌﾞﾛｯｸ力低下
→ 宇宙線の増加（炭素14の増）
→ 雲発生大（大気のｲｵﾝ化で凝結核増）
→ 太陽ｴﾈﾙｷﾞｰ：反射 ʭ吸収
→ 異状気象多発

太陽活動は周期的に変化・
その記録から⾧期の黒点が
減少も確認されている



太陽からのｴﾈﾙｷﾞｰ収支を考える

太陽の熱収支のみの計算した地球の温度は
-18℃

実際は15℃で33℃の差は温室効果

地球全体では、低緯度では太陽から受け取
るほうが大きく

高緯度では地球から放射するほうが大きい

このｴﾈﾙｷﾞｰの差が大気の大循環・海流で運
ばれる

地球の気象に一番影響を持つ太陽
「雲」による反射や吸収に注目！



雲について学ぶ
水蒸気のみでは雲はできない
•雲を作るには核（ｴｱﾛｿﾞﾙ）が必要
•電位を帯びた微粒子が凝縮核
•そこに極性を持った水蒸気が結集し
て雲

• ｴｱﾛｿﾞﾙ：土ぼこり・排気ガスや煤
煙・火山灰等 そして 宇宙線の電
離作用による大気ｲｵﾝでのｴｱﾛｿﾞﾙ・・

大きさ比較（半径）
雨粒：1㎜ 雲粒⇔雨粒：0.1㎜ 雲粒：0.01㎜
ｴｱﾛｿﾞﾙ：0.0001㎜



宇宙線はどこから来るか？

• 約2億5千年で太陽系が公転（１宇宙年）
約1億５千年毎にｽﾊﾟｲﾗﾙｱｰﾑ（渦状腕）を
通過

• 7千年前には射手・ｱｰﾑに入っており、地
球は寒冷化

• 地球を含む太陽系はﾍﾟﾙｾｳｽ・ｱｰﾑの枝であ
るｵﾘｵﾝ・ｱｰﾑを通過している

宇宙線増加 → 大気のｲｵﾝ化増加
→ 雲の凝縮核増加
→ 低空の雲が増加
→ 海水温度高の時期には大雨の危険増加
→ 太陽光の反射増加 → 寒冷化

銀河系のｽﾊﾟｲﾗﾙｱｰﾑ（渦状腕）は4本、
そこでの超新星爆発で発生する宇宙
線の影響は太陽系の位置で変動
太陽での大規模ﾌﾚｱでも宇宙線は発生
地球では宇宙線由来の同位体・炭素
14の増減に関係



地球を最も影響を持つ太陽について学ぶ

太陽の表面にはｺﾛﾅと呼ばれる100万
度以上の密度の薄い大気（水素やﾍﾘｳ
ﾑ等）が電離したﾌﾟﾗｽﾞﾏ状態で存在
このｺﾛﾅｶﾞｽが太陽風となってそのま
ま地球に降り注ぐとどうなるか？！
一部は地球の磁場に影響してｵｰﾛﾗの
発生の原因となる
この太陽風は同時に宇宙線をﾌﾞﾛｯｸす
る役割もあり、太陽活動が盛んな時
は宇宙線は少なくなり、逆の時は宇
宙線は少なくなる



地球の磁気ﾊﾞﾘｱ（地磁気）について学ぶ

外核での液体金属対流と地球の
自転（時速約1700㎞）から地球
は大きな磁石

→ そこから地球の周りには
磁場が形成（地球を太陽風や宇
宙線から防御する役割）

→ 外核での対流はその上に
あるﾏﾝﾄﾙを動かし、ﾏﾝﾄﾙの一部
と地殻からなるﾌﾟﾚｰﾄも動かして
いる

→ この外核での対流も不変
ではない（減少傾向）



地磁気はこの200年減少が続いている！

太陽風や宇宙線の影響大
→雲の発生大で異常気象

ﾌﾟﾚｰﾄ同士のﾊﾞﾗﾝｽが変化
→ 地震が起きやすくなる
→ 海流も変化する
→ 火山の爆発が増加
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－地心双極子(地球磁場を棒磁石と見なした磁力)の減少－
気象庁 地磁気観測所 ﾃﾞｰﾀから」

ﾌﾟﾚｰﾄについては次に展開



ﾌﾟﾚｰﾄについて学ぶ

ﾌﾟﾚｰﾄは複雑に重なり合っており地震予知も困難

https://youtu.be/Bv5GZgmiAp8?t=169
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日本周辺のﾌﾟﾚｰﾄについて学ぶ

太平洋ﾌﾟﾚｰﾄ

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ海ﾌﾟﾚｰﾄ

太平洋ﾌﾟﾚｰﾄ

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ海ﾌﾟﾚｰﾄ
北米ﾌﾟﾚｰﾄ

北米ﾌﾟﾚｰﾄ
ﾕｰﾗｼｱﾌﾟﾚｰﾄ

日本周辺のﾌﾟﾚｰﾄは複雑に重な
り合っている



日本周辺の記憶に残る地震

太平洋ﾌﾟﾚｰﾄ

太平洋ﾌﾟﾚｰﾄ

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ海ﾌﾟﾚｰﾄ
北米ﾌﾟﾚｰﾄ

北米ﾌﾟﾚｰﾄ
ﾕｰﾗｼｱﾌﾟﾚｰﾄ

中央構造線周辺東日本（2011年）日本海東縁

関東エリア



ﾌｨﾘﾋﾟﾝ海ﾌﾟﾚｰﾄ

南海ﾄﾗﾌ

北米ﾌﾟﾚｰﾄ

⾧狭街道

大島

私たちが住んでいる場所・・・・
それはﾌﾟﾚｰﾄの先端



想定される災害の最悪のｼﾅﾘｵとは？
•
•
•

•
•
•
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その時に助け合える関係を！
・・・地域・団体・個人の顔の見える関係づくり

大井自主防災かわせみ事務局⾧ 芳賀裕
連絡先：299-2507 南房総市大井2365

090ʷ5415ʷ0561
ikiiki@aqua.plala.or.jp


